
第１回テーマ別検討会議

平成29年10月21日



本日のプログラム

１　はじめに　【30分】　

２　ワークショップ　【９０分】

４　全体発表　【20分】

５　ふりかえり　【５分】

６　あいさつ　【５分】



はじめに



本日から始まる
「テーマ別検討会議」は、

ながくて未来図（総合計画）の
基本構想

をつくるための取組です。

第１回

10/21（土）
カテゴリーごとの目指す
まちの姿「基本目標」を

検討①

まずは、年内で３回開催予定

第２回 第３回

11/3（金祝）
カテゴリーごとの目指す
まちの姿「基本目標」

を検討②

11/26（日）
市全体の将来像

の検討



本題に入る前に、
まず知っていてほしいこと

「基礎調査の結果」



 

     
資料：国勢調査（H27）  

図１ 長久手市と国の人口ピラミッド（平成 27 年） 
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老年人口 

・長久手市 15.5％ 

・国      26.6％ 

生産年齢人口 

・長久手市 66.8％ 

・国      60.7％ 

年少人口 

・長久手市 17.7％ 

・国      12.6％ 

【国】 【長久手市】 

○国と比較して、 年少人口の割合（17.7%）と生産年齢人口
の割合（66.8%）が高く、老年人口の割合（15.5％）は低い。
○ 15～24歳と35～49歳の世代が多い。 



○自然増（出生者数＞死亡者数）と社会増（転入者数＞転
出者数）の傾向が続いている

 
資料：ながくての統計（市民課）  

図４ 自然増減と社会増減  
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資料：国勢調査、総務省「住民基本台帳人口移動報告」 

図７ 年齢５階級別の純移動数の時系列変化（男性） 
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資料：国勢調査、総務省「住民基本台帳人口移動報告」 

図８ 年齢５階級別の純移動数の時系列変化（女性） 
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○男女ともに20歳前後の転入と25歳前後の転出が多い。
○宅地供給の影響から、30～40歳代で転入超過となっている。



 
図 22 長久手市の定住意向 
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図 21 長久手市の住み心地 
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○「住みよい」と「まあ住みよい」を合わせると約９割となっており、
前回調査とほぼ同様の結果

○「住み続けたい」と思う人は約８割で、前回調査より増加



 
図 28 今後力を入れるべき施策 
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○今後力を入れるべき施策としては、「高齢者福祉の充実」、「防
犯対策」、「学校教育の充実」、「公共交通機関の整備」「乳幼児・
児童福祉の充実」が上位に入ってる。



推計値 
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図 30 本市の人口推計 

人口のピーク

H35(2023)年
基本計画（前期）目標年次

H40(2028)年
基本構想目標年次

62,538人 64,334人



 

 
図 31 年齢３区分別人口推計 
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○基本構想の目標年次である平成40（2028）年は、まだ人口が伸びている。
○人口のピークは、約18年後の平成47（2035）年の65,482人と推計。

人口のピーク



 

 
図 31 年齢３区分別人口推計 
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○生産年齢人口の人数は、平成37（2025）年の41,036人をピークに年々減少
し続けて、平成52（2040）年には、全体に占める割合が60％を下回る。
○ 平成47（2035）年頃には、本市でも超高齢社会となり、団塊ジュニア（40歳
代）の世代が高齢者になり始める平成52（2040）年頃から高齢化が一層進む。

超高齢社会へ

生産年齢人口

ピーク ６割下回る

高齢化が
一層進む



○男女ともに、老年人口の割合が増加しており、生産年齢人口の割合が減少
しています。特に、50歳代が増加しています。
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総合計画とは…？



 総合計画（愛称：ながくて未来図）とは、

長久手市が目指す10年後の姿や

そのための取組を示す

「まちづくりの指針」となる

大切な計画です。



総合計画は、一般的に三層構造をなす

実施計画

基本計画

基本
構想

・目指すまちの姿（＝大まかな方向性）を示したもの
 まち全体の将来像
 カテゴリーごとの具体的な目指すまちの姿「基本目標」

・基本計画で定められた手段（取組）が
 現実の行財政の中で実施していくか
 まとめたもの

概ね10年

概ね10年

17

・基本構想実現のための手段（取組）
 をまとめたもの。

概ね
3年

「テーマ別検討会議」では、ここをつくる



長久手市のこれまでの総合計画



５つの「総合計画」でまちづくりが進んでき
た



その時々の社会情勢や地域課題に対応

期間 将来像

第１次総合計画 【基本構想】
S49～S60年度

【基本計画】
S52～S60年度

緑と太陽にめぐまれた文教
のまち

第２次総合計画 【基本構想】
S58～21世紀

【基本計画】
S58～S65年度

緑と太陽に恵まれた
文教のまち

第３次総合計画 【基本構想】
H2～21世紀初頭

【基本計画】
H2～H13年度

住んでみたいまち
緑と文化
長久手の創造

第４次総合計画 【基本構想】
H11～H32年度

【基本計画】
H11～H22年度

～人に活力まちに魅力～

ふれあいがひろがる創造
のまち　長久手

第５次総合計画 【基本構想】
H21～H30年度

【基本計画】
H21～H30年度

人が輝き　緑があふれる
交流都市　長久手



第５次総合計画（H21～H30年度）

〇基本構想
・まち全体の将来像
「人が輝き 緑があふれる交流都市 長久手」
・カテゴリーごとの目指すまちの姿「基本目標」
①万博理念を継承し、自然・環境にこだわるまち
②リニモでにぎわい交流するまち
③人がいきいきとつながるまち
④文化をみがき、人が輝くまち
⑤みんなの力を結集した自治と協働のまち

〇基本計画
・３つの主要プロジェクト＋カテゴリー別の具体的な取組



今回策定する総合計画



☆主なポイント

〇策定過程を大事に！
⇒策定期間に、とにかく多くの方に知っても
らう！関わってもらう！

〇今までの総合計画の体系に＋アルファ
⇒総合計画は、行政だけのものではなく、
 市民のものでもある！
 ともに「基本構想」実現のため取り組む！



長久手市未来まちづくりビジョン

基本構想

基本計画

●基本構想
本市が目指す将来像とその実現のための方針をまとめたもの
期間：平成３１年度～平成４０年度（１０年間）

●基本計画
基本構想の実現のため、行政が実施する内容をまとめたもの
期間：平成３１年度～平成４０年度（１０年間）※中間見直しあり

連
動

市民まちづくりプラン

●市民まちづくりプラン
基本構想の実現のため、市民が実施する内容をまとめたもの
期間：平成３１年度～平成４０年度（１０年間）

New!!



市民まちづくりプランは、基本構想の実現のため
行政が実施する基本計画と両輪となる

市民版のアクションプランです。

基本計画
 行政運営の指針とすべく、行政の視点を中心として
策定していくもの

市民まちづくりプラン
 「市民でできること」「実行したいこと」をみんな
で共有するとともに、実行に移すための方法を記した
もの

平成30年度に皆さんとつくっていきます！



次期総合計画（ながくて未来図）づくり
これまでの取組



① 総合計画基礎調査
⇒人口推計、市民意識調査等

② 総合計画愛称総選挙
⇒「ながくて未来図」に決定！



③ キックオフパーティー（２回）
⇒策定作業のキックオフとして、“出会う”“知
り合う”“語り合う”をテーマに、開催しまし
た！



④ 知って、話して、考える
  Think Nagakute キャラバン
⇒「総合計画」と「自治基本条例」づくりにつ
いて、知ってもらい、話して、考えるワーク
ショップを全6 小学校区で開催しました！



みんなの想い集



基本構想をつくっていくため、
集めた意見を「みんなの想い集」

にまとめました！

みんなの想い集とは・・・

 次期総合計画（愛称：ながくて未来図）の

策定にあたり、様々なカタチで、関わってい

ただいた皆さんの“想い”をまとめた資料です。



「みんなの想い集」に込めた意見の数

○第１回ながくて未来図（総合計画）づくりキックオフパーティー

○第2回ながくて未来図（総合計画）づくりキックオフパーティー
○知って、話して、考える Think Nagakute キャラバン
○小中学生からの意見（「○○だったらいいネ！」
○団体ヒアリング

延べ３,４７４人



みんなの想い集から、

「大切にしたい５つのモノ」

「６つのカテゴリー」

を導きました。

笑顔 あいさつ

役割

つながり 愛着

６つのカテゴリー
それぞれのカテゴリーごとに、
具体的な目指すまちの姿とな

る基本目標を設定します

人づくり 子ども

自然環境 生活

交流 都市整備

大切にしたい５つのモノ
どのカテゴリーの取組を進め

る上でも重要となるもの



５つの大切なモノ
～「笑顔」「あいさつ」「役割」「つながり」「愛着」～

子どもたちが
元気に

あいさつをする

現状に関する意見

将来に関する意見

地域のつながり
が少ない

近所の人が

やさしい

誰が引っ越し
てきたか

わからない

知らない人でもあ
いさつするときは
笑顔であいさつで

きるといいネ

自分の子ども、
孫たちが「大好き」
と言えるようなまち

昔ながらの
「向こう三軒両隣」

があるまち

魅力 課題



「人づくり」～まちづくりは人づくり～
【主なキーワード】学校教育、次世代育成、女性活躍、生涯活躍、

 地域コミュニティ、協働 等

活動している人と
していない人の

差が大きい

まちづくりに

熱心な人が
多い

自分から「やろう」

とチャレンジでき
るまちだといいネ

大学生も活躍できる
市だったらいいね！

高齢者が働く

場所があるまち

素敵な
ボランティア
さんが多い

現状に関する意見

将来に関する意見

魅力 課題

自治会、PTA、
子供会

の担い手不足



「子ども」～子は宝～
【主なキーワード】妊娠・出産支援、育児支援、保育環境 等

子ども達は大きく
なると市外に出て

いってしまう

子どもが多く、

活気がある

子育てで悩み
を抱えるお母
さんたちの居
場所がない

子どもたちが、
すくすくと育つ

まちだといいネ

子ども達が楽しく
学校に通えるような街

子どもが放課後に
安心して過ごせる

場所があるまち

公園で子どもが
いっぱい

遊んでいる

現状に関する意見

将来に関する意見

魅力 課題



「自然環境」～長久手の自然は財産～
【主なキーワード】みどり、里山、農業、自然環境、水辺環境、

低炭素社会、景観 等

耕作放棄地が

増えている

ホタルが

いる

子どもが自然
とふれあう場

が少ない

都市と田舎
どちらもあると

いいネ

まちなかに農や緑が
たくさんできたら

いいな！

里山が維持
されたまち

自然との共存

ができている

現状に関する意見

将来に関する意見

魅力 課題



「生活」～みんなの日々の“暮らし”を守る～
【主なキーワード】地域福祉、高齢者福祉、障がい者福祉、健康、地域医療、

      市民相談、防犯、防災、交通安全、空き家 等

介護者・支援者の

高齢化

まちの

パトロールを
している人が

いる

車に乗れなく
なった時の

交通手段

みんなが長生き
しているまちが

いいネ

防災意識が
高いまち

福祉サービスが

充実し、弱者にもや
さしいまちであって

ほしい

福祉行政が

行き届いている

現状に関する意見

将来に関する意見

魅力 課題



「交流」～交流が、日々の生活に潤いを与える～
【主なキーワード】 観光交流、文化・芸術、歴史、スポーツ、大学連携、図書館 等

情報発信能力が

低い

昔ながらの

お祭りがある
室内で遊んだり、
交流できる施設

が少ない

にぎやかで楽しい
まちがいいネ

お祭りとか
伝統が守られると

いいね

文化活動が
盛ん

長久手市の伝統
文化が残っている

まちがいいネ

現状に関する意見

将来に関する意見

魅力 課題



「都市整備」～人口増加への対応と人口減少を見据えての整備～

主なキーワード 道路・公共交通・公共施設・市街地整備 等

公共施設が

多い

車がないと

不便なことも
多い

歩道のでこぼこが

なくなるといいネ

どこへ行くにも
便利な街

市民が生活しやす
いような市内交通

機関の整備

まちがきれいに

区画されている
古いまちの

道が狭い

現状に関する意見

将来に関する意見

魅力 課題



ワークショップ



次期総合計画（ながくて未来図）づくり
これからの取組

ワークショップに入る前
にもうちょっとだけ説明



今までは
基本構想をつくるため、意見を

「集めてきた」

このテーマ別検討会議は、
基本構想をつくるため、意見を

「まとめていく」



『みんなの想い集』を踏まえ、

テーマ別検討会議で

基本構想をつくる

実施計画

基本計画

基本
構想

 まち全体の将来像
 カテゴリーごとの具体的な
 目指すまちの姿「基本目標」

概ね10年

概ね10年
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概ね
3年

今ある材料
「５つの大切なモノ」
「６つのカテゴリー」

で基本構想を
イメージすると…



イラストにしてみました

知ってもらいたい！
興味をもって
もらいたい！

イメージ
しやすくしたい！



大切にしたい５つのモノ

ڲ
ण
भ
ढ़
ॸ
०
জ
␗

基本構想のイメージ ＝まちの未来の幸せの“シーン”



カテゴリーごとの未来の幸せのシーン

＝「基本目標」
＝カテゴリーごとの具体的な目指すまちの姿

まち全体の未来の幸せのシーン

＝まち全体の「将来像」
＝カテゴリーごとの具体的な目指すまちの姿の要素が詰まったもの
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「未来の幸せの“シーン”を描く！」⇒「こんな長久手にしていきたい！」をまとめる

１・２回目
テーマ別
検討会議

２・３回目
テーマ別検討会議

第１～３回のテーマ別検討会議で、みなさんとつくっていきます！



第１～３回テーマ別検討会議⇒基本構想骨子の作成

①本日（10/21） 作戦会議①
（事務局＋若手職員＋有志市民）

②11月3日（祝） 作戦会議②
（事務局＋若手職員＋有志市民）

③11月26日（日）

12/18
総合計画審議会

・カテゴリーごとの理想の
 シーンを描く

・カテゴリーごとのラフ（案）を描く

・カテゴリーごとに
 ラフ（案）に肉付け
・全体の将来像の検討

・カテゴリーごとのラフ（案）の修正
・全体の将来像のラフ（案）を描く

・カテゴリーごとの（案）
 の確認
・全体の将来像のラフ（案）
 の肉付け

作戦会議③
（事務局＋若手職員＋有志市民）

庁内検討

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル



第４～５回テーマ別検討会議⇒”すべきこと”の検討

④1月13日 作戦会議④
（事務局＋若手職員＋有志市民）

⑤1月28日

基本計画の検討
（施策化）

4月～
市民まちづくりプランの検討

（市民アクション化）

・基本構想実現のため、具体的に
 何をすべきかを検討

・「行政ですべきこと」
 「市民でできる（したい）こと」
 の検討

庁内検討

行政市民



４月以降～ 市民まちづくりプラン検討会議

①
企画運営ミーティング①

（事務局＋若手職員＋有志市民）

②

③

④

⑤

企画運営ミーティング①
（事務局＋若手職員＋有志市民）

企画運営ミーティング①
（事務局＋若手職員＋有志市民）

企画運営ミーティング①
（事務局＋若手職員＋有志市民）

企画運営ミーティング①
（事務局＋若手職員＋有志市民）



グループ分け



人づくり 子ども 自然環境

生活 交流 都市整備

学校教育
次世代育成
女性活躍
生涯活躍

地域コミュニティ
協働

キーワードを参考に、興味のあるカテゴリーを１つ選んでください！

地域福祉・高齢者福祉
障がい者福祉・健康
地域医療・市民相談

防犯・防災
交通安全・空き家

観光交流
文化・芸術

歴史
スポーツ
大学連携
図書館

みどり
里山
農業

自然環境
水辺環境

低炭素社会
景観

道路
公共交通
公共施設

市街地整備

妊娠・出産支援
育児支援
保育環境



　　　ポイント

４～６人程度のグループで

グループができたら、机と椅子の準備！



自己紹介



自己紹介

グループ全員で５分

自己紹介

　　⇒名前・ニックネーム・所属

　　　　「秋」といえば？



アイスブレイク



アイスブレイク

用紙に書いてある「○」に線や図
形を足して、たくさんの絵を描い
てください！

例えば・・・・・

野球
ボール！

「○」と「△」
で人の顔！



　　　ポイント

「質」　より　「量」！！

思いついたものは何でも書いてみる！！

自由な発想で！！



個人ワーク



個人ワーク

「未来の幸せのシーンを描こう！」

ラッションペンや色鉛筆を使い、
絵カードに未来の幸せのシーンを描き、
タイトルをつける



～ながくての理想の未来の“シーン”を描こう～

私が描く理想の未来のシーンのタイトル

カテゴリー：人づくり

人づくりのカテゴリーで今まで出た意見については、『みんなの想い集』のP.6へ
【キーワード】学校教育、次世代育成、女性活躍、地域コミュニティ、協働など

あなたが考える

未来の幸せのシーンを
“絵”にしてみよう！

言葉や図で補足
してもＯＫ！

描けた“絵”にタイトル
をつけよう！

個人ワーク



　例えば・・・

～ながくての理想の未来の“シーン”を描こう～

私が描く理想の未来のシーンのタイトル

カテゴリー：人づくり

人づくりのカテゴリーで今まで出た意見については、『みんなの想い集』のP.6へ
【キーワード】学校教育、次世代育成、女性活躍、地域コミュニティ、協働など

？



　他にも・・・

子育てサロンにたくさんの子どもがいる絵
　　　　タイトル：みんなで子育て！子どもも親も友達たくさん！

里山で子ども達が遊んでいる絵
　　　　タイトル：いつの時代も子どもが自然で遊べる！

歩行者、自転車、車がほどよい絵
　　　　タイトル：車に頼りすぎなくても大丈夫！



　　　ポイント

カテゴリーを意識！
自由な発想！様々な角度で！

超非現実的はNG
『みんなの想い集』を参考に！
出来るだけ具体的なシーンに！

文章だけの表現でもＯＫ！
隣の人と話しながら書いてもＯＫ！



グループワーク



グループワーク

「みんなで、理想の未来のシーンを描こう！」

それぞれの絵を共有し、融合させたり、さらにイ
メージを膨らませたりして、いくつもの要素が盛り
込まれた１枚の未来の幸せのシーンを描く。
さらに、タイトル・物語を描く



～ながくての理想の未来の“シーン”を描こう～

カテゴリー：人づくり

みんなで描く理想の
未来のシーンのタイトル

シーンを巡る物語（＝シーンの説明）

それぞれが描いた絵を基に、
チームでひとつの絵を
完成させよう！



　例えば・・・　「人づくり」

＜絵＞
家の前でご近所さんと話している絵
登校していく子ども達に笑顔であいさつ

＜タイトル＞
キラリ笑顔　元気なあいさつ　うまれるつながり

＜物語＞
いつものように、ゴミだしついでにお隣さんと井戸端
会議していたら、聞こえる「おはようございまー
す！」登校中の子ども達の元気な声。このまちの朝
は、子ども達の元気なあいさつから始まる。



　　　ポイント

カテゴリーを意識！

「こんな長久手にしていきたい！」

　　 という具体的な姿をイメージしながら！

できるだけ多くの要素を！

超非現実的はNG



よりよい話し合い
のための約束

①まず、「傾聴」。 

②言いたいことは簡潔に。

③人の意見を否定しない。
   



全体発表


